




































































































































































































































































作曲者 曲名 初演年 横浜演奏年 間隔
マイヤーベーア 歌劇《アフリカの女》 1865 1865 0
ヨーゼフ・シュトラウス カドリール《ヘロルド》 1864 1866 2
バルブ 歌劇《ビアンカ》 1860 1865 5
バルブ 歌劇《清教徒の娘》 1861 1866 5
グローヴァー 歌劇《ルイ・プラス》 1861 1866 5
ヨハン・シュトラウス2世 カドリール《シャンソネッテン》 1861 1866 5
グノー 歌劇《ファウスト》 1859 1865 6
バルブ 歌劇《サタネッラ》 1858 1865 7
ヨーゼフ・シュトラウス ワルツ《ウィーンっ子たち》 1858 1865 7
ヨーゼフ・シュトラウス カドリール《ミューズの女神たち》 1858 1865 7
ドニゼッテイ
ベッリー二
ニコライ
フロトウ
ヴェルディ
グノー
サギ》　《ウィリアム・テル》
《アンナ・ボレーナ》　《ベリサリ
オ》　《殉教私たち》《ドン・パス
クワーレ》
《カプレッティ家とモンテッキ家》
《ノルマ》
《ウィンザーの陽気な女房たち》
《マルタ》
《ナブッコ》《第1回十字軍のUン
バルディア人たち》《シチリアの
晩祷》
《ファウスト》
　これらの作晶群が幕末の横浜ですでに演奏されてい
たことには、驚くほかない。
　それと同時に気付かされるのは、ユ850年代の西洋の
オルゴールに収められた曲目との共通性である。1850
年代のオルゴールの曲目を見ると、モーツァルト、オ
ーベール、マイヤーベーア、ロッシーニ、ドニゼッテ
ィ、ベッリーこのオペラの序曲や抜粋がかなりの割合
を占めており、当時の人気楽曲であったことが分かる。
リヒャルト・ヴァーグナー（1813－1883）の作品がま
だ登場していない点でも両者は共通している。一方、
ヴェルディの作品は、1850年代のオルゴールにはまだ
収められていないが、1860年代半ばの横浜ではすでに
演奏されていた。このあたりが、！850年代のオルゴー
ルに収められた楽曲と1860年代半ばの西洋軍楽隊のレ
パートリーの相違であろう。
　第2は、西洋で初演されたばかりの楽曲が、早々と
日本に紹介されている点である。今、初演年が分かる
作品で初演後10年に満たないうちに横浜で演奏された
ことが判明する曲を拾い上げてみると上に掲げた表の
ようになる。
　この表から、西洋で初演された作品のうちのいくつ
かが、ほとんど「間髪を置かずに」といってよいほど
のタイミングで幕末の横浜で演奏されていることが見
て取れよう。現在のところ作曲者や作品の初演年代が
未詳な作品の調査が進めば、その数はもっと増えるも
のと思われる。幕末の横浜では、ロンドンやパリやウ
ィーンの音楽界と変わらないほど、最新音楽が演奏さ
れていたのである。
　第3は、上記の事実と関連するものであるが、幕末
の横浜で取り上げられた作曲家の中には、存命中で、
まだ活発な作曲活動を続けていた者がかなり多数いた
という事実である。早くに引退したロッシーニ（1792
一ユ868）は別にしても、オーベール（ユ782一ユ87ユ）、グ
ングル（1810－1889）、ヴェルディ（1813－1901）、グノ
ー（1818－1893）、スッペ（1819－1895）、ヨハン（1825
－1899）とヨーゼフ（1827－1870）のシュトラウス兄弟
らがそれであり、バルブ（1808一ユ870）、ハットン
（1808－1886）、ダルベール（1809－1886）、フロトウ
（1812－1883）、ボーゼ（18！5－1868）、ピーフケ（1815－
1884）、グローヴァー（！819－1875）、アルディティ
（ユ822一ユ903）、ファウスト（ユ825一ユ892）、ダニエル・
ゴドフリー（1831－1903）らもこれに属する。
　それに関連して、もう一つ忘れてならないことは、
そうした作曲家の作品で我々がよく知っている曲の中
には、まだ作曲されていないものも多数あったという
事実である。ヴェルディを例に取れば、《ドン・カル
ロス》（1867）、《アイーダ》（1871）、《オテロ》（1887）、
《ファルスタッフ》（1893）といったヴェルディ後期
の傑作は、横浜で上記の演奏会が開かれた後に作曲さ
れた作品である。ヨハン・シュトラウス2世に至って
は、ワルツ《美しく青きドナウ》（1867）、《芸術家の
生涯》（1867）、《ウイーンの森の物語》（1868）、《春の
声》（1886）、《皇帝円舞曲》（1889）、オペレッタ《こ
うもり》（1874）、《ジフ．シー男爵》（1885）など、我々
がよく知っている彼の作品の大多数は、むしろ、上記
の演奏会が横浜で開かれた後に作曲されたものであ
る。
　幕末の横浜での英仏軍楽隊の演奏会は、こうした状
況の下で開かれた。それは、19世紀半ばの西洋音楽界
でのこうした創作活動と同時並行的に進められたもの
であった。それが幕末横浜の音楽世界であった。
（平成！9年10月27日受理）
